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令和４年度事業実績
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議案第１号



コロナ禍がもたらした人々の意識の変化や社会変革をチャンスと捉え、移住の働き
かけから受入・定着に至る各段階の支援策を着実に実施するとともに、転職なき移
住の実現に向け、「地方創生テレワーク」と「ワーケーション」を一体的に推進する。

令和４年度事業の基本的な考え方

3

○「やまぐち暮らし支援センター」の運営

○大都市圏での移住関連フェア等への出展

○オンライン相談の実施

○ガイドブック等PRツールの作成・配布

○移住サイトの運営

○移住相談力向上研修の実施

１．移住の働きかけ・ＰＲ ２．移住に向けた支援 ３．受入・定着支援

４．関係人口の創出・拡大

○YY!ターンカレッジ・公開講座の開催

○YY!ターンオーダーメイドツアーの実施

○YY!ターン支援交通費補助

○「山口つながる案内所」の運営

○県内へのマッチング支援

○来県交通費補助

○YY!ターンコンシェルジュによる定着支援

○YY!ターンパスポート等によるサービスの充実

○地域おこし協力隊の定住や起業支援

○「やまぐち移住倶楽部」による移住者支援

○市町と連携した住居等の情報提供

○定住カフェの開催

５．「やまぐち創生テレワーク」と「山口型ワーケーション」の一体的推進

○やまぐちワーケーション総合案内施設 「YY!GATEWAY」の運営

○山口型ワーケーション事業の推進

（プログラムの開発支援、誘客拡大に向けたプロモーション 等）

○やまぐち創生テレワークオフィス「YY!SQUARE」の運営 ※県予算

○テレワーク移住支援金 ※県・市町予算



山口つながる案内所ロゴ
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○移住相談拠点 「やまぐち暮らし支援センター」

令和４年度の相談体制

やまぐち暮らし総合支援センター

山口県山口市小郡高砂町1-20
TEL 083-976-0277 http://www.joby.jp/uturn/

やまぐち暮らし東京支援センター

東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館8階
NPO法人ふるさと回帰支援センター内
TEL 03-6273-4887 http://oidemase-t.jp/uji/

やまぐち暮らし大阪支援センター

大阪府大阪市北区梅田2-4-13 阪神産経桜橋ビル2階
TEL 06-6341-0755
http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a16100/oosaka/201603300001.html

○定着支援 「YY!ターンコンシェルジュ」
◆移住者の定着に向けたきめ細やかな支援のため、県内に３名配置

○移住相談対応力向上研修の実施

○関係人口案内所 「山口つながる案内所」
山口つながる案内所
東京都中央区日本橋2-3-4  山口県アンテナショップ「おいでませ山口館」内
TEL：070-3994-4098 https://www.ymg-tunagaru.jp/
対応時間：平日10:30～14:30

◆市町、関係団体の「対面・オンライン」移住相談のスキルアップ研修を実施



１ 移住の働きかけ・ＰＲ（１）
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○大都市圏での移住関連フェア等への出展

◆各種団体が主催する、自治体が一堂に会する移住関連フェアに出展

○ オンライン移住相談の実施

・ コロナ禍を契機に、地方への関心が高まっている都市部の若者等のニーズに対応するため、や
まぐち暮らし東京支援センターにオンライン移住相談窓口を開設
【内 容】 オンライン上のカレンダーから予約可能
【対応時間】 平日 9:00～21:00 土日 10:00～18:00
【相談実績】 99人

区 分
九州・山口・
沖縄 暮らシ
ゴト2022

ひろしま広域
都市圏移住
フェア2022

おいでや！
いなか暮らし
フェア2022

やまぐち農林
水産業新規
就業ガイダン
ス

山口県央連
携都市圏域
移住関連フェ
ア

第18回ふるさ
と回帰フェア
2022

中国四国もう
ひとつのふるさ
と探しフェア

JOIN移住・
交流&地域お
こしフェア
2023

九州・山口合
同移住相談
会

いいね！地方
の暮らしフェア
オンライン

会 場 東京 東京 大阪 山口 東京 東京 大阪 東京 大阪 オンライン

主催者
ふるさと回
帰支援セン
ター

広島県、広
島市ほか

ふるさと回
帰支援セン
ター

山口県、や
まぐち農林
振興公社
ほか

山口県央
連携都市
圏域移住・
定住PT

ふるさと回
帰支援セン
ター

中国四国
共同移住・
交流フェア
実行委員
会

移住・交流
推進機構
（JOIN）

九州・山口
合同移住
相談会実
行委員会

日本創生の
ための将来
世代応援
知事同盟

日 程 5/28 6/11 7/31 8/7 8/19-20 9/25 10/8 1/14-15 2/12 2/26

出展
市町
数等

県民
会議
3市

県民
会議

1市1町

県民
会議

5市1町
9市2町

県民
会議
6市

県民
会議

5市1町

県民
会議

2市3町

県民
会議

6市1町

県民
会議

6市2町

県民
会議

参加
者数

346名
216名

※リアル・オ
ンライン合算

1,263名
54名

※リアル・オ
ンライン合算

1,752名 18,572名 213名 3,391名 202名
382名

※視聴者数

相談
者数

61名 11名 90名 3名 40名 142名 68名 184名 59名 4名



１ 移住の働きかけ・ＰＲ（２）
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○ 様々な発信ツールを用いた情報提供

・ ダイレクトメールなどによる相談者への継続的な情報発信

・ ガイドブックやポスターなどPRツールの作成・配布・掲出

・ やまぐち暮らしの魅力を発信する小冊子の作成・配布

・ 全国移住ナビ・JOIN等の活用、facebookなどSNSを活用した

情報提供

・ 移住サイト「住んでみぃね！ぶちええ山口」の運営

YY!ターンガイドブック 「住んでみぃね！ぶちええ山口」 facebook



１ 移住の働きかけ・ＰＲ（３）
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○ やまぐちYY！ターンカレッジの開催
・本県への移住に関心を持つ層を着実に移住につなげられるよう、テーマ設定し、講座を開催

日程 テーマ タイトル 参加市町 参加者数

7月３日 食
自宅で「瓦そば」
＜オンライン＞

下関市 27名

7月24日 農業 農ある暮らし 下松市・岩国市・周南市 34名

9月10日 食
山口県の郷土料理
＜オンライン＞

宇部市 41名

10月２日 地域の拠点 地域へのイリグチからシゴトまで 萩市・岩国市・周南市 37名

11月26日
地域活性化・地域
おこし協力隊

温泉街のミライをつくる、地域おこし
協力隊のススメ

光市・長門市・山陽小野田市 26名

２月４日 創業・事業承継
アトツギ大募集！創業＆事業承
継のススメ

宇部市・山口市・周南市 26名

３月12日 空き家 地域に眠る、空き家活用のススメ 山口市・周防大島町 34名

《セミナー》

《オンラインツアー》

日程 内容 参加市町 参加者数

11月12日
市職員等によるツアーガイド、活躍する先輩移住者の訪
問、オンライン移住相談

宇部市・山口市・萩市・防府市・
山陽小野田市

47名



２ 移住に向けた支援
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○ YY！ターン支援交通費補助制度（H28~）

・県外在住の移住希望者が山口県を訪れる際の交通費を補助

区分 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 累計

件数 136 195 176 174 95 123 198 1,097

人数 168 238 229 223 125 174 277 1,434

○ YY！ターンオーダーメイドツアー（H29~）
・県・市町・関係団体等の連携により、移住希望者のニーズに応じた体験ツアーを企画・実施

区分 H29 H30 R1 R2 R3 R4 累計

件数 23 26 22 27 39 46 183

人数 25 26 39 43 58 64 255

【概要】

・対 象 者：県外に在住する移住希望者

・対象事業：①移住に関するツアー ②移住に関するセミナー・フェア・イベント

③暮らし体験、下見 ④就職面接、就農林漁業面接

・対象経費：居住地と本県の往復において、公共交通機関を利用した移動経費

・補 助 額：対象経費の１／２の額（上限３万円／人）



３ 受入・定着支援（１）
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○ 「やまぐちYY！ターンパスポート」による支援（H27~）
・協賛企業等と連携して移住に伴う経済的負担に対する支援などを
行い、本県への移住・定住を促進

区分 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 累計

件数 237 210 215 189 115 158 167 186 1,477

【サービス概要】
・引っ越し代割引 ・ローン金利優遇 ・新車購入時のオプションプレゼント
・レンタカー代割引 ・宿泊代割引 ・賃貸住宅契約金割引 等

○ 「YY！ターンコンシェルジュ」の配置
・移住希望者が安心して移住・定住できるよう、 ３名のコンシェルジュを配置し、それぞれの
専門分野を活かしながら相談の段階から寄り添った支援を実施

【業務内容】
①移住者個々の実情・希望に応じた具体的なアドバイス
②関係機関等への斡旋・マッチング
③交流会等の開催を通じた移住者同士の交流促進 等

区 分 R1 R2 R3 R4 累計

相談件数 326 525 291 406 1,548



３ 受入・定着支援（２）
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○ 地域おこし協力隊の定住支援
・ 任期終了を迎えた地域おこし協力隊の定住を図るため、隊員を対象としたセミナーを開催

【実施内容】

区 分 任期終了者 定住者（※） 定住率

全 国 9,656 6,318 65.4%

山口県 123 97 78.9%

【参考】 任期終了者の定住率（R4.3.31までに任期終了した地域おこし協力隊の定住状況）

出典：総務省「令和４年度地域おこし協力隊の定住状況等に係る調査結果」
※活動地と同一市町に定住した者と活動地の近隣市町内に定住した者の計

①定住セミナーの開催

日 時 テーマ 参加者

R4. 4.19 「地域おこし協力隊制度の背景にある地域づくりの考え方」 32名

R4.12.14
「SNSを活用した効果的な発信方法と読まれる文章作成の
ポイント（ワークショップ）」

35名

R5. 1.26
「確定申告前に押さえておきたい税金のポイント」
＜オンライン＞

22名

② 「YY！ターンカレッジ」において地域おこし協力隊の募集PR

R4.11.26 「温泉街のミライをつくる、地域おこし協力隊のススメ」 26名

③地域おこし協力隊ＰＲイベント「山口スープ祭り」の開催 （R5. 2.25）

※任期を終えた隊員が
50人以上いる
42道府県の中では
山口県が全国１位



３ 受入・定着支援（３）
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○ やまぐち移住倶楽部の運営

・移住者同士で交流、情報交換、相談を行える移住者のネットワークである「やまぐち移住
倶楽部」の運営

○ 定住カフェの開催

・移住者と地域住民等との交流の促進を図ることを通じ、定住支援を強化

＜交流会の開催＞

日 時 開催市 内容 参加者数

R4. 5.14 宇部市 昼食（釜戸ごはん）、情報交換＆交流 11名

R4. 7. 2 萩市 「はぎポルト‐暮らしの案内所‐」の見学、昼食、情報交換＆交流 25名

【実施内容】

日 時 開催市 内容 参加者数

R4. 6.19 山口市 ワークショップ（徳地和紙を染める）、お茶会 18名

R4. 7.15 光市 「室積市場ん」の見学、室積の散策、昼食、お茶会 17名

R4. 8.29 周南市 ワークショップ（羽釜焚きご飯でおむすび作り）、昼食、お茶会 15名

R4. 9.17 長門市 ハーブ花段の見学、ワークショップ（花束作り）、お茶会 18名

R4.10.24 岩国市 ワークショップ（マスクスプレー作り）、昼食、お茶会 9名

R4.12. 8 美祢市 景清洞散策、ワークショップ（石灰岩ハンコ作り）、昼食、お茶会 22名

R5. 1.21 宇部市 ワークショップ（ゆうれい寿司作り）、昼食、お茶会 13名

R5. 2.19 周南市 地域マーケットの見学、お茶会、ワークショップ（サンキャッチャー作り） 19名
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４ 関係人口の創出・拡大（１）

「山口つながる案内所」の設置

○ 「山口つながる案内所」による情報発信及び登録促進

・ 開設日 令和2年7月1日
・ 場 所 おいでませ山口館内（東京都中央区日本橋）
・ 登 録 登録者数 870人（令和５年３月末時点）

【情報発信】
・ 関係人口についての紹介、県事業、ふるさと納税、農山漁村体験、ワーキングホリデー、

地域おこし協力隊など、関係人口に関連する様々な情報を発信

【登録促進】
・ 来館者への登録案内、山口県にゆかりのある企業・個人へのアウトリーチによる登録促進

【県・市町・関係団体等への情報提供】
・ 県、市町及び関係団体等へ関連情報等を提供

各SNSの特性・ターゲットに沿って、きめ細やかな

情報発信

〈業務内容〉
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４ 関係人口の創出（２）
○ マッチング支援

・ 地域の課題解決や活性化を目指す地域と都市部人材等（関係人口登録者）のマッチングを行い

県内５か所でマッチング事業を実施

市町 実施時期 団体 人数 実施内容

美祢市
9/3～4、
11/5～6

美祢市定住促進協議会 12名
地域課題・空き家改修に向けた
ワークショップ、空き家DIY

周南市
大津島

9/8～11、
12/8～11

大津島地区コミュニティ
推進協議会

20名
すだいだい収穫及び特産品開発
すだいだい畑圃場整備作業

長門市
仙崎

9/11、12/11 大津あきら顕彰会 6名
青春音楽祭の企画・運営・出演
仙崎まちあるき

長門市
俵山

9/26～29 たわらやまの旅と未来会議 23名
温泉施設併設店舗の活用と新
商品開発等テーマ別研究

萩市
須佐

11/12～13
須佐湾エコロジーキャンプ
場管理組合

３名
キャンプ場冬季閑散期の活用方
法に係る意見交換

○ 地域滞在型交流受入組織による新たな交流企画の開発支援

・ 地域と多様な関わりを持つ関係人口の創出・拡大を目指し、周南市和田地域・岩国市やましろ

地域をモデルとして、専門家の伴走支援のもと、新たな交流事業の企画・運営、受入体制整備の

取組を進め、体験交流企画の造成を支援

県予算事業
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４ 関係人口の創出・拡大（３）

【制度概要及び実績】

・ 県外在住者が地域課題の解決や地域活性化のために本県の地域活動に参加

する場合に、居住地から山口県内への往復交通費を補助

区分 内容

対象者

以下の要件を全て満たす者
①山口県外に居住している者
②「山口つながる案内所」に関係人口として

登録した者
③補助対象事業のために来県した者
④その活動内容をSNS等で発信した者

補助対象事業

以下の全ての要件に該当する地域活動
①地域の課題解決や活性化のために実施するもの
②「山口つながる案内所」ホームページに登録しているもの

※ ホームページへの登録は、原則として市町を通じて募集

補助対象経費
居住地から山口県内への往復交通費（公共交通機関（タクシーを除く）
を利用した実費に限る）

補助率 対象経費の1/2（上限3万円/人）

交付実績 53人

○ 関係人口来県交通費補助制度
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